
気
車
問
昌
平
-
4

月
=
す
-
目
摺
E
肩
車
岨
噛
富
市
【
帽
周
-
回
-
日
哩
円

一月一年七t7何回辛子電車E 日

新

年

特

別

競

禁

曙

載

非
募
債
主
義
の
考
察
・
・
・
:
・
-
法
皐
博
士
神
戸
正
雄

精

紳

科

事

の

新

分

類

論

吟

味

文

皐

博

士

米

田

庄

太

郎

景

気

に

於

け

る

勢

力

の

作

用

丈

皐

博

士

高

田

保

馬

穀

物

事

責

論

経

済

皐

士

人

木

芳

之

助

曾

計

撃

の

本

宮

古

茸

の

問

題

級

一

宮

工

時

川

虎

三

長

期

景

気

波

動

の

研

究

経

済

皐

士

柴

田

敬

魚

食

論

・

法

宰

博

士

財

部

静

治

経
管
経
済
畢
拡
認
識
目
的
の
規
範
者
:
・
経
済
墜
士
大
塚
一
朗

貨
幣
債
値
安
定
引
見
ク
レ
ヂ
ッ
ト
ベ
吋
・
:
・
経
主
主
松
岡
孝
児

徳
川
時
代
諸
藩
の
岡
産
曾
所
に
競
い
て
・
・
経
済
問
壁
土
堀
江
保
蔵

商

人

排

除

の

傾

向

に

就

て

・

翌

霊

平

土

谷

口

吉

彦

経
漕
血
干
の
認
識
主
観
計
責
践
哲
撃
者
:
:
・
抑
制
章
博
士
石
川
興
二

土
佐
藩
に
於
け
る
育
子
令
に
就
て
建
一
事
樽
士
本
庄
柴
治
郎

企

業

の

競

争

・

経

漕

一

撃

博

士

小

島

昌

太

郎

英

米

の

所

得

税

・

・

煙

車

博

士

汐

見

三

郎

新
着
外
聞
経
済
雑
誌
主
要
論
題



英

米

ι〉

所

千R

税

汐

見

耳E

第

緒

言

若
槻
内
閣
が
昭
和
七
年
度
に
官
釘
ぜ
ん
と
し
た
税
制
整
理
は
、
財
界
悪
化
の
た
め
に
始
め
の
意
気
込
に
反
し
、

車
な
る
増
税
に
止
ま
り
、

根
本
的
の
整
理
に
及
ば
な
か
っ
に
の
で
あ
?
q
o

犬
養
内
閣
ド
若
槻
内
閣
に
代
る
や
-
切

の
増
税
計
葺
を
放
棄
す
る
と
宣
言
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
犬
養
内
閣
は
昭
和
七
年
度
に
於
て
は
租
税
に
就
て

は
金
〈
無
矯
な
り
と
云
っ
て
ち
差
支
な
か
ら
う
。
然
し
二
三
年
の
中
に
は
我
国
の
租
税
制
度
に
も
根
本
的
整
理
を

行
ふ
ペ
〈
、
而
も
所
得
税
の
整
理
は
葉
の
最
も
重
要
な
る
も
の
の
一
で
あ
る
。

所
得
税
は
今
や
世
界
の
文
明
諸
闘
に
普
及
し
て
ゐ
る
。
従
て
我
が
所
得
震
の
整
理
を
行
ふ
に
営
つ
で
も
、
世
界

各
闘
の
立
法
令
-
盗
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
濁
逸
の
所
得
税
、
偽
蘭
西
の
所
得
税
、
伊
太
利
の
所
得
税
が
い
づ
れ
も

特
徴
を
有
し
、
注
目
に
値
す
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
同
時
に
英
語
を
話
す
国
民
の
所
得
税
も
之
を
無
視
す
る
を

得
な
い
。
こ
れ
余
が
蕊
に
英
米
の
所
得
税
金
研
究
す
る
所
以
で
あ
る
。

我
闘
の
所
得
税
の
整
理
は
株
式
配
官
金
課
税
問
題
を
中
心
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
更
に
闘
債
利
子
課
税
問
題
に
及

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
日
本
経
梼
聯
盟
曾
其
他
の
調
査
機
関
で
は
源
泉
課
税
主
義
を
採
用
す
る
事
に
よ
っ

英

米

の

所

得

税

第
三
十
四
巻

九

第

披

九



英

米

の

所

得

枕

第
三
十
四
巻

第
一
放

二
九
二

大A

て
、
株
式
配
営
金
に
樫
く
課
税
せ
ん
と
し
、
業
の
根
抽
出
と
し
て
英
米
の
所
持
耽
法
を
援
用
し
た
の
で
め
っ
亡
。
然

し
虫
芹
や
]
い
町
内
一
の
時
代
は
暫
〈
こ
れ
を
措
き
、
現
行
の
英
米
の
所
得
税
は
論
者
の
云
ふ
が
如
〈
果
し
て
純
梓
の

源
泉
課
税
主
義
を
採
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
、
脱
税
の
目
的
を
円
以
て
資
本
の
逃
避
が
行
は
れ
る
と
云
ふ
英
闘

は
果
し
て
大
資
本
家
の
柴
天
地
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
英
米
の
所
得
税
を
串
間
的
に
研
究
す
る
必
要
あ
る
所
以
で
あ

一
部
の
質
業
家
は
不
舟
気
打
開
策
と
し
て
株
式
配
賞
金
の
源
泉
課
税
と
金
轍
出
再
禁
止
と
の
二
つ
の
方
法
令
」

主
張
し
に
の
で
あ
る
の
金
輪
出
丙
禁
止
運
動
は
遺
憾
乍
ら
成
功
し
、
我
財
界
の
将
来
に
大
な
る
禍
ど
獲
さ
ん
と
し

ー't;~ 
o 

主[l:

sb 
等

ノk

(j、

jkii 
ゴK
(T) 

所
件
1~~ 
を'

JH 

1割ミ

酪i

(7) 

iif:t 

課
税

(J) 

段

1t 

手
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
令
轍
出
再
禁
止
の
過
失
を
更
に
源
泉
課
税
に
於
て
重
ね
る
事
は
断
然
こ
れ
を
ほ

け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
源
泉
課
税
そ
れ
白
瞳
が
不
合
理
の
み
な
ら
守
。
英
米
の
所
得
税
も
決
し
て
論
者
の
云
ふ
が

却
さ
る
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
P

英
米
の
所
得
税
と
一
概
に
之
を
扱
ふ
人
が
め
る
が
降
雨
者
は
似
て
ゐ
る
慮
も
あ
る
代
h
ノに
1

歴
史
的
に
見
て
、

現
献
に
於
て
、
又
株
式
配
営
金
課
税
の
問
題
に
於
て
異
っ
て
ゐ
る
蕗
も
あ
一
る
。
蕊
に
は

r
z
m
B
E
r
E
E
-
-
d

の
如
き
英
米
人
の
研
究
の
外
に
最
近
に
愛
表
せ
ら
れ
七
る

kpg(一
へ
又
は
宮
古
門
-
お
り
の
如
き
濁
逸
人
の
著
書
を
も

参
考
し
、
英
米
の
所
得
税
を
研
究
し
た
い
の
で
あ
る
。

第
二

英
米
の
所
得
税
の
費
達

東洋経済新報(昭和6年7月日日).
The In心omeTax 1914・
The Income Tax in Great Britain an<l tbe l~.llitell Sta1.e::;玉f}:l.7・
EntwickIuDg und ir.nerer Aufban der englischen Einkonlmensteue_~ '931. 
Die B'lndes-Einkomrnen.ioleuer der Verein】glen日taatenYοn Amerika 1931. 

)
)
)
)
)
 

Z
2
3
4
5
 



英
米
の
所
得
税
と
一
五
っ
て
色
，
英
同
の
所
得
税
出
世
界
の
所
得
税
の
中
で
最
も
古
き
'
も
の
と
ぜ
ら
れ
、
米
闘
の

所
得
税
は
最
も
新
し
き
も
の
の
一
つ
に
敷
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
郎
ち
前
者
は
多
年
の
歴
史
的
後
展
に
件
ひ
出
来
七
も

か
や
あ
っ
て
、
後
者
は
世
界
大
戦
直
前
に
始
め
て
作
ら
一
h

い
か
も
か
で
あ
る
。
従
て
雨
者
は
歴
史
的
に
見
て
葉
の
後

達
金
金
〈
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

英
樹
の
所
得
税
の
後
蓮
に
就
て
は
、
幹
て
武
田
英
一
早
士
が
研
究
せ
ら
れ
し
事
も
あ
り
、
我
財
政
串
の
著

書
の
中
で
も
阿
部
賢
一
博
士
の
如
き
ご
れ
に
簡
潔
な
る
説
明
を
加
へ
ら
れ
た
事
が
め
つ
に
が
、
誌
に
は
伊
一

-mEU

民
ぴ
〉
『
内
在
同
に
轟
き
研
究
を
進
め
る
。
棋
史
上
英
闘
の
所
得
税
の
後
誌
の
時
期
合
四
つ
仁
分
つ
。
第
一
期
は
一

ー
七
九
九
年
乃
至
一
八
四
二
年
で
あ
っ
て
、
所
得
税
が
戦
時
枇
と
し
て
成
立
し
英
嗣
の
財
政
機
構
】
と
し
て
は
躍
に
一

時
的
の
も
の
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
第
二
期
は
一
八
四
二
年
乃
至
一
八
七
五
年
の
期
間
で
あ
っ
て
、
所
特

税
を
恒
久
耽
に
せ
ん
と
努
力
し
た
が
、
業
結
果
と
し
て
人
税
'
と
し
て
の
所
得
税
の
本
質
が
失
は
れ
て
寧
ろ
牧
盆
税

と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
第
三
期
は
一
八
七
五
年
乃
歪
一
九
一
四
年
の
期
間
に
し
て
所
得
税
が
牧
盆
税
た
る
佐
賀

を
肱
し
て
本
営
の
所
得
税
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
最
後
の
第
四
期
た
る
世
界
大
戦
中
及
び
其
稜
の
時
代
に
於
て

は
、
所
得
税
は
一
方
に
は
戦
時
枕
と
し
て
英
闘
の
戦
時
財
政
を
助
げ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
に
は
第
三
期
よ
り

の
所
得
税
完
成
の
目
的
を
殆
ん
ど
達
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

間
第
一
期
は
一
七
九
九
年
に
始
ま
る
。
営
時
英
国
に
て
は
封
働
戦
争
の
た
め
に

E
額
の
経
費
を
要
し
、
三
階

段
税
有
『
同
℃
庁
〉
印
国
叩
師
団
内

5
2円
)
を
採
用
し
た
の
で
め
っ
た
。
然
る
に
三
階
段
税
の
肱
入
が
お
も
は
し
か
ら
宇
、

英

米

白

所

得

稔

第
三
十
凶
巻

:IL 

第

披

:IL 
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英

米

の

所

得

税

第
二
一
十
四
巻

7L 
四

第

披

二
九
四

七
九
九
年
に

3
2
が
そ
の
代
り
に
所
得
税
を
採
用
し
に
の
が
英
国
所
得
税
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
所
得

税
は
所
得
を
受
く
る
人
に
綜
合
課
品
川
し
、
申
告
主
義
を
取
b
債
務
を
控
除
せ
し
も
の
で
あ
っ
て
、
か
な
り
進
歩
し

に
税
法
で
あ
つ
に
3

更
に
こ
の
所
得
税
は
六
十
時
の
最
低
生
活
費
、
二
百
時
ま
で
の
累
減
率
、
子
供
に
封
す
る
控

除
を
定
め
て
ゐ
亡
。
然
し
此
の
所
得
税
は
申
告
義
務
を
件
ひ
在
人
の
所
得
開
係
を
暴
露
す
る
検
察
官
式
の
も
の
で

あ
る
と
し
て
批
難
せ
ら
れ
、
.
時
晴
子
炉
格
る
と
共
に
一
八

O
三
年
に
廃
止
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
八

O
ゴ
一
年
に
再
び
戟
を
聞
く
や

は
所
得
税
を
再
び
採
用
し
七
の
で
あ
る
。
然
し
申
告
義
務
を

〉

(
E
E
m
gロ

伶
ふ
以
前
の
立
法
E
兵
ト
リ
源
壮
課
税
方
法
営
採
用
し
た
?
っ
、
買
質
的
に
一
石
へ
ば
所
得
税
的
色
紗
伝
帯
び
る
牧
往

税
の
集
合
し
土
る
も
の
に
麗
じ
た
の
で
J

の
る
。
業
結
果
と
し
て
所
得
税
の
性
質
は
多
分
に
失
は
れ
た
が
、

財
政
上

は
相
官
の
成
績
を
挙
げ
る
事
が
出
来
だ
。
か
の
井
上
辰
九
郎
博
士
が
「
源
泉
課
税
は
英
闘
で
や
っ
て
ゐ
ま
す
。
英

同
は
最
初
綜
合
課
税
だ
つ
に
の
で
す
炉
、
申
告
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
の
で
、
源
泉
課
税
に
改
め
亡
の
で
す
。
」

と
云
っ
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
営
時
の
歴
史
的
事
買
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
現
行
の
英
樹
所
得
税
と
は
飴
程
の

一
八
一
六

距
離
の
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
Q

業
後
一
入

O
五
年
と
一
入

O
六
年
と
に
は
税
翠
の
改
正
が
行
は
れ
、

年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
終
る
と
共
に
所
得
税
は
全

t
底
止
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
υ

Lヨ)

第
二
期
は
一
八
四
二
年
に
始
ま
り
、

一
八
四
二
年
に
印
度
に
叛
凱
起

一
八
七
五
年
に
至
る
期
間
で
あ
る
。

る
や
三
ヶ
年
の
期
限
の
下
に
新
し
き
所
得
税
が
採
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
所
得
税
は
問
。

Z
『
門
担
町
一
の
脇
信

案
に
か
か
り
、
融
合
政
策
的
方
面
に
は
一
向
考
へ
を
廻
ら
し
て
ゐ
な
い
が
、
椋
泉
課
税
主
義
を
採
用
し
、
脱
税
を

東洋経費新報(昭和6年7月日日).10) 



少
く
し
徴
税
費
佐
減
ぜ
ん
と
努
力
し
た
鈷
に
於
て
財
政
上
注
目
す
べ
き
立
法
で
あ
る
。

一
入
四
二
年
の
所
得
税
が

英
圃
の
恒
久
枝
と
し
て
の
最
初
の
所
得
税
で
あ
っ
て
、

一
九
一
八
年
ま
で
肱
盆
穂
的
所
得
税
ム
」
し
、
英
園
の
所
得

税
法
の
基
礎
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

元
末
、

一
八
四
二
年
の
所
得
税
は
非
常
税
左
し
て
起
き
れ
に
も
の
で
あ
る
か
ら
、

年
の
所
得
税
と
同
様
に
一
定
期
間
の
後
に
杢
麿
せ
ら
れ
る
諜
定
で
あ
っ
七
。

E
Eえ
2
5

率
BV}
漸
次
低
め
て
行
き
府
本
市
岡
家
非
常
の
際
に
増
税
し
得
る
憐
山
怖
h
T
お
か
ん
と
し
て
ゐ
ー
に
の
で
あ
る
。
然
る
に
ク

y
ミ
ヤ
職
守
∞
勃
接
す
る

E
並
(
に
、
所
得
税
を
湖
…
失
廠
止
せ
ん
と
す
る
の
希
望
は
全
〈
失
は
れ
た
の
で
あ
る

c
h
r

一
七
九
九
年
及
び
一
八

O

の
如
き
も
所
得
税
の
税

く
し
て
一
八
六
三
午
に
税
率
を
統
一
し
、
恒
久
設
と
し
て
の
基
礎
を
固
め
に
の
で
あ
る
。
即
ち
、
従
来
の
小
所
得

額
に
於
て
累
減
税
率
を
採
用
し
て
ゐ
た
の
に
か
へ
て
、
一

O
O
l
二
O
O
磁
の
所
得
に
は
六
O
暁
の
控
除
を
行
ぴ
、

更
に
一
八
七
二
年
以
来
は
二

0
0
l
三
0
0
時
の
所
得
に
八

O
鴎
の
控
除
を
行
ふ
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
所
得
税

を
除
か
ん
と
す
る
企
て
が
全
〈
失
敗
に
踊
し
、
逆
に
所
得
税
は
財
政
般
入
の
主
要
部
分
を
占
め
、
英
同
の
財
政
の

機
構
を
所
得
税
が
特
色
づ
け
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
期
は
一
八
七
五
l
一
九
一
四
年
の
期
間
で
あ
り
、
英
国
の
所
得
税
が
牧
盆
税
の
色
彩
を
股
し
、
異
の

意
味
の
所
得
税
に
近
づ
か
ん
と
し
た
の
は
、
こ
の
期
間
で
あ
る
。
英
国
の
産
業
革
命
が
完
成
し
、
英
国
が
世
界
の

(3) 
銀
行
家
と
し
て
世
界
の
官
を
掌
握
す
る
に
至
る
や
、
従
来
の
如
〈
間
接
消
費
税
を
中
心
と
し
て
大
衆
に
租
税
を
負

擢
せ
し
む
る
以
外
に
、
所
得
税
に
改
正
を
ほ

E
こ
し
力
あ
る
者
に
重
〈
課
税
す
べ
し
と
の
要
求
が
生
じ
亡
の
で
あ

英

米

自

所

得

稔

第
三
十
四
巻

二
九
五

第
一
波

二
九
五



英

米

自

所

得

税

第
三
十
四
巻

二
九
大

第

盟主

タL
A 

る
。
而
し
て
此
の
要
求
は
差
別
課
税
、
累
進
課
税
、
最
低
生
活
費
見
枝
、
控
除
査
定
の
方
法
に
よ
り
達
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

所
得
税
の
課
税
最
低
限
は
一
八
七
六
年
に
一
五

O
萌
に
一
八
九
四
年
に
一
六

C
鴫
に
引
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
其

に
小
所
得
に
謝
し
で
も
そ
れ
ぞ
れ
控
除
金
額
の
盤
更
が
あ
っ
た
。

一
八
九
四
年
に
は
妻
の
勤
勢
所
特
に
脅
し
て
特

一
九

O
六
年
に
己
ニ
一
山
内
め
が
委
員
長
と
な
り
所
得
税
調
査
委
員
舎
を
作

別
の
控
除
が
規
定
せ
ら
れ
に
の
で
あ
る
。

り
、
其
の
報
告
に
基
き
常
一
九

C
七
年
に
〉
Z
E
F
が
勤
勢
所
得
の
聴
課
の
立
法
を
提
案
し
に
の
で
あ
る
。
的
ち

年
所
符
額
一
一
千
蹄
山
干
の
叫
に
は
、
勤
一
勢
所
持
に
軽
き
税
率
を
適
用
す
る
事
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

小
所
得
軽
謀
、
大
所
得
意
謀
の
此
の
立
法
は
常
附
の
英
闘
の
所
持
税
に
於
て
は
脱
税
を
馳
決
闘
す
る
結
果
と
な
る

が
故
に
、

一
九

O
六
年
に
更
に
所
得
税
調
査
委
員
舎
を
作
り
、
主
の
結
果
と
し
て
三
種
の
封
案
を
得
亡
の
で
あ
る
。

同
年
巴

C
1
(片
山
口
凶
作
は
所
得
税
調
査
委
員
舎
の
第
二
案
を
採
用
し
、
従
来
の
源
泉
課
税
主
義
を
原
則
と
す
る
分

類
所
得
税
の
外
に
超
過
所
得
税
(
皆
吉

:
2
)
を
設
け
て
五
千
鶴
を
超
ゆ
る
所
得
を
有
す
る
側
人
に
比
例
税
率
を

課
す
る
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
子
供
の
開
除
、
勢
働
所
得
の
軒
謀
、
夫
婦
者
の
瞳
課
等
種
々
の
主
観
的
要
素

が
従
来
よ
り
も
一
屠
多
く
加
味
せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
亡
の
で
あ
る
。

一
九
一
四
年
世
界
大
戦
直
前
に
一
労
働
所
得
、
財
産
所
得
に
累
進
税
率
を
採
用
す
る
と
共
に
、
超
過
所
得
税
に
於

け
る
税
率
・
も
七
階
段
の
累
進
税
率
を
採
用
す
る
事
、
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

hytし
て
英
闘
の
所
得
税
は
収
益
税
の

衣
を
脆
し
て
純
粋
の
所
得
税
に
麗
化
し
た
の
で
あ
る
。



第
四
期
は
世
界
大
戦
中
及
び
業
以
後
の
時
期
で
あ
る
。
比
の
期
間
に
英
困
の
租
穂
制
度
の
中
心
は
消
費
粧

を
去
っ
て
所
得
耽
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
英
闘
の
所
得
税
は
一
八
四
二

l
四
三
年
に
は
全
経
費
の
僅
か
大
・
入
バ

(4) 
1
セ
ン
ト
を
占
め
て
ゐ
た
の
に
、

一
九
一
一
ー
ー
一
二
年
に
は
二
三
・
一
メ

I
セ
シ
ト
即
四
分
の
一
を
支
排
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
世
界
大
戦
起
る
や
、
所
得
税
は
そ
の
最
も
有
力
な
る
財
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然

し
従
来
の
如
〈
軍
に
税
率
を
動
か
す
事
の
み
に
よ
り
所
得
税
の
増
肢
を
は
か
る
事
は
不
可
能
と
な
り
、
内
容
的
の

改
正
と
共
に
増
牧
を
生
や
る
方
法
伝
と
っ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
第
一
に
普
通
所
得
税
の
見
税
黙
を
引
下
げ
、
第
二

に
普
通
所
得
税
の
税
率
を
高
め
一
、
第
ゴ
正
超
過
所
得
税
の
一
最
低
限
を
下
げ
、
第
四
に
超
過
所
得
税
の
累
進
階
段
の

刻
み
を
多
く
し
、
第
五
に
賃
貸
料
所
得
の
算
定
企
改
め
る
方
法
を
土
つ
に
の
で
あ
タ
心
c

h

r

J

、
し
て
所
得
納
税
者
の

教
が
約
二
倍
と
な
っ
亡
が
、

そ
の
牧
盆
は
一
九
一
一
ニ
l
一
四
年
の
四
千
三
百
五
十
高
時
か
ら
約
七
倍
し
て
一
九

八

l
一
九
年
に
は
三
億
三
百
六
十
高
踏
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
ο

世
界
大
戦
中
は
軍
事
関
係
者
の
負
携
を
軽
く
す
る
目
的
で
種
々
の
一
時
的
立
法
が
講
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
時
に
負

櫓
能
力
に
臆
じ
て
課
税
す
る
種
々
の
根
本
的
立
法
が
行
は
れ
に
の
で
あ
る
o

こ
れ
は
世
界
大
戦
後
に
も
引
つ
づ
き

所
得
税
の
中
に
取
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
建
に
一
九
一
八
年
に
所
得
税
に
闘
す
る
統
一
的
法
規
を
作
り
、

八
四
二
年
以
来
修
正
に
修
正
を
章
一
ね
仁
所
得
税
法
を
組
織
的
に
ま
と
め
に
の
で
あ
っ
た
。
此
の
所
得
税
法
は
勤
労

所
得
軽
謀
、
小
所
得
の
見
積
又
は
軽
謀
、
妻
の
所
得
の
軽
謀
、
其
他
子
供
を
扶
養
す
る
家
族
に
闘
す
る
割
酌
等
を

規
定
し
、
極
め
て
祉
舎
政
策
的
の
・
も
の
で
あ
る
。
こ
の
所
得
税
法
を
毎
年
の
財
政
法
が
修
正
し
て
現
行
法
が
出
来

英

米

の

所

得

税

第
一
一
一
十
回
答

二
九
七

第
一
一
抗
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英

米

田

町

得

税

第
一
一
披

:h. 
f、

第
一
一
，
十
内
巻

九
F、

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
向
ほ
超
過
所
得
税
(
∞
己
百
円

Z
U
A
)

は
一
九
二
九
年
に
附
加
所
得
税

(ω=「

g
日
)
と
名
を
盤
へ

た
の
で
あ
る
。

米
国
の
所
得
税
は
州
穂
(
印
E
E
-
-
z
c
E百
C
M
)

と
し
て
初
め
て
後
遺
し
、
聯
邦
税

(
E
R
E
S
E
E
n
zと

と
し
て
は
常
に
失
敗
の
歴
史
一
を
繰
り
返
へ
し
に
の
で
あ
る
。
叉
州
税
そ
れ
白
睡
も
久
し
〈
財
産
税
の
鴻
め
に
藁
の

ーー
地
位
を
奪
は
れ
た
の
で
あ
っ
に
。
然
る
に
一
九

一
年
に
制
定
賓
施
せ
ら
れ
し
ク
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
所
得
税
が
成

功
を
収
め
た
結
果

E
し
て
、

一
九
一
一
三
年
に
は
聯
邦
所
得
税
が
制
定
せ
ら
れ
、
又
其
後
各
州
に
於
セ
も
州
所
持
税

が
採
用
せ
ら
れ
、
今
日
の
米
圃
に
於
て
は
所
得
枕
は
聯
邦
及
び
各
州
佐
通
じ
て
重
要
な
る
租
税
と
な
っ
て
ゐ
る
。

聯
邦
所
得
税
に
就
い
て
特
に
注
意
す
べ
き
は
聯
邦
所
得
税
と
米
国
憲
法
と
の
関
係
で
あ
る
。
米
国
憲
法
第
一
候

に
あ
る
究
の
二
つ
の
規
定
が
重
要
で
あ
る
。

会
。
。
ョ
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市

odd-円円
C

}
同日、問戸口己

ncznhLPWMOMJLzzmMJ-M】Mt。
M昨日
ゆ

P
B
L
の

M
E
m
m
r
【

C

同)回一
T

，
FFaω

己内『

g
m出
品
目
白
。
〈
向
島
O
『。】「

Z
E

E
E
E
Oロ
p
u
P
5
0
2品
開
E
2
p
-
毛
色
『
号
。
。
「

F
]
E
d
E
Z品
目
Z
Z♂

rhd
円
乙
一
代
田
三

z
r
rロ
唱
。
巳
ω
P
Z
L
2
0一月
m
m
r
m
-
-
r
o
z
E
F
H
E
子
宮
=
四
一
-
。
三

( 

圃
) 

z
z
d
E
Z内
同
盟
主
2
・と

E
Z。

E
-
M
M
U
E。
P
。
吋
己
『
日
と
同
町
内

r
g
M
m
Y
p
-
-
F
E
E
-
5
-
z
m
五
回
U
3
3
ュF
E
Z
-
r。
2
5
5
2
E
E
E
2丘
一
。
ロ
庁
内
耳
目
白
宮
崎
。
=

)
 -

《

H
E
o
n
-
n
n
H
T
U
F
O
H白
7
0己・
3
1

(

ω

)

 
所
得
税
を
若
し
直
接
税
な
り
と
解
す
れ
ば
聯
邦
は
直
接
に
之
営
課
す
る
を
得
子
、
先
づ
州
に
課
し
而
し
て
州
が

園
民
に
課
税
す
る
方
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
所
得
税
を
直
接
税
な
ら
守
正
せ
ば
聯
邦
が
こ
れ
を
国
民
に
課

し
得
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
課
税
は
均
一
に
る
べ
〈
累
進
税
率
を
採
用
す
る
事
を
ゆ
る
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
と
の

Seligman. p・5:11.)
 
E
 
E
 



憲
法
の
二
つ
の
保
文
を
中
心
に
し
て
聯
邦
所
得
税
に
封
す
る
守
が
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

米
闘
の
聯
邦
所
得
税
の
融
資
達
に
就
て
は
、
一
内
池
康
吉
博
士
が
説
明
せ
ら
れ
更
に
州
所
得
税
に
つ
い
て
は
藤
谷

謙
二
率
七
が
紹
介
し
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
五
に
は
専
ら
伊
一
日
間
5
2
H
及
び
∞
[
R
n
r
m
m
に
従
ひ
研
究
を
進
め
る
。
南
北

職
害
時
代
の
聯
邦
所
得
税
よ
り
一
九
一
三
年
の
新
立
法
に
至
る
ま
で
を
第
一
期
主
し
、
陛
界
大
戦
開
始
後
よ
り
今

日
ま
で
を
第
二
期
と
す
る
。

(1) 

第
一
期
は
南
北
職
場
申
常
時
よ
り
世
界
大
戦
前
ま
で
で
あ
る
。
一
八
一
四
年
に
『

-
u
t
rへ
か
聯
邦
所
得
税
を

起
S
ん
E

と
し
て
キ
一
敗
し
た
い
か
‘
南
北
戦
争
の
時
に
始
め
て
白
聯
邦
所
得
税
が
採
用
せ
ら
れ
る
に
至
つ
に
の
で
め
品
。
一

八
六
一
年
八
月
五
日
に
聯
邦
は
最
初
の
所
得
税
法
'
ゲ
ぶ
γ

や
め
に
炉
、
遂
に
宮
行
に
至
ら
な
か
っ
た
。

月
一
日
に
所
得
税
の
先
駈
と
な
る
べ
き
も
の
が
定
め
ら
れ
た
が
財
政
需
要
を
充
た
す
に
足
ら
争
、
一
八
大
四
年
六

月
三
日
に
新
説
法
が
貴
行
せ
ら
る
る
事
と
な
っ
た
。
此
の
新
所
得
税
法
に
於
て
累
進
税
率
ぞ
土
る
か
比
例
税
率
に

一
八
六
二
年
七

よ
る
か
が
大
問
題
と
な
り
、
累
進
税
率
は
富
に
封
す
る
罰
で
あ
る
と
か
、
財
産
の
浸
牧
と
な
る
か
ら
結
局
脱
税
を

促
す
に
過
ぎ
や
と
か
云
ふ
議
論
も
行
は
れ
た
が
、
下
院
も
上
院
も
累
進
税
率
を
承
認
す
る
事
主
な
っ
た
。

此
の
所
得
税
は
常
時
の
貫
情
に
過
し
な
い
慮
が
あ
っ
た
。
第
一
に
所
得
税
そ
の
も
の
が
検
察
官
式
の
性
質
を
帯

ぴ
て
ゐ
る
。
加
ふ
る
に
累
進
税
率
、
所
得
税
申
告
の
公
開
、
脱
税
等
の
事
賓
が
所
得
税
を
盆
々
不
人
気
の
も
の
に

し
た
の
で
あ
る
。
従
て
南
北
戦
争
の
終
了
と
共
に
直
ち
に
麿
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
只
財
政
上
の
事
情
よ
り
し
て

漸
失
麿
止
す
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
其
後
財
政
扶
態
い
か
良
好
と
な
っ
た
の
で
、

一
八
七
一
年
に
至
り
全
〈
之

英

米

自

所

得

稔

第
三
十
四
巻

7L 
1L 

第

1虎

ブL

九

令衆|謝に於ける所得税法の制定(圃民纏ijlf雑誌事，6巻，第35J)t).
米闘各)1・|所得税D資積(経済時報，第I巻，貴~6披)・
p・367-704
S. 1-4~ ・

12) 

13) 
14) 

】5)



英

米

の

所

符

枕

第
一
一
一
十
回
答

一0
0

第

披

一0
0

を
燦
止
し
、
か
く
し
て
所
得
税
は
聯
邦
の
税
制
よ
り
暫
く
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
業
後
約
二
十
年
に
し
で
聯
邦
所

得
税
が
一
再
び
問
題
と
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
米
国
は
元
来
農
業
闘
で
あ
っ
た
が
、
急
激
に
商
工
業
が
後
遺

し
、
租
税
も
農
業
中
心
よ
り
商
工
業
中
心
に
移
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
然
る
に
営
時
の
米
国
の
租
稜
は
閥
税

か
、
然
ら
十
ん
ば
不
動
産
中
心
の
租
税
で
あ
っ
て
、
商
工
業
者
の
負
拾
に
比
し
農
業
者
の
負
慢
が
不
相
雁
に
重
く

な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
立
に
負
踏
の
一
公
平
を
同
る
上
よ
り
し
て
所
得
税
を
設
け
ん
と
の
意
見
が
出
て
来
た
の
で

ふ
る
。
建
に
一
八
九
四
年
八
月
二
十
七
日
に
聯
邦
所
得
税
を
新
た
に
定
め
、

一
八
九
五
年
よ
h
賓
施
の
筈
で
あ
っ

b
M
e
~
p

、

十
i
'
刀

同
年
に
高
等
法
院
が
所
得
税
を
以
て
直
接
税
な
り
と
し
、

定
て
叱
重
心
乃
お
卯
町
市
斤
ヰ
止
ま

E
-
E呈一
Z
E
)
M
-

ク
明
、

t
E
'
1
4・
〈
干
有
ミ
ノ
ド
ー
ノ
イ
t
3
f
I
M
F
d
-
u
t
L
、

の
刷
用
稗
?
と
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九

O
九
年
六
月
十
二
日

一
九

O
九
年
八
月
五
日
に
法
人
税
を
起
し
に
の
で
あ
る
。

F
『
門
大
統
領
は
憲
法
改
正
の
提
議
を
な
す
と
同
時
に

一
九
一
一
年
三
月
十
三
日
高
等
法
院
は
法
人
粧
を
適
法

と
認
め
、
先
づ
法
人
税
い
か
所
得
税
の
先
臨
と
し
て
賓
施
せ
ら
る
、
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
G

遂
に
一
九
一
三
年
二

月
二
十
五
日
当

r
g
大
統
領
は
憲
法
を
改
正
し
、
設
に
庇
接
税
と
し
て
の
聯
邦
所
得
税
が
成
立
す
る
事
を
妨
戸
、

る
憲
法
の
健
文
が
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
三
年
十
月
三
日
よ
ち
行
は
れ
た
る
聯
邦
所
得
税
は
個
人
所
得
税
と
法
人
所
得
税
と
に
分
れ
、
個
人
所
得

税
は
一
見
に
普
通
所
得
税
(
Z
C
5
2
ご
=
2
2市
宮

同

)

と
附
加
所
得
税

2
E
E
O
E一
]
己
n
C己
】
巾

Z
H
)

と
よ
り
な
っ
て

ゐ
る
。
普
通
所
得
税
及
び
法
人
所
得
税
は
比
例
税
率
を
採
用
し
‘
附
加
所
得
税
は
累
進
税
率
を
適
用
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
が
恒
久
税
と
し
て
成
立
し
且
つ
憲
法
違
反
の
疑
な
き
最
初
の
聯
邦
所
得
税
で
あ
る
。



聯
邦
所
得
税
は
米
国
の
世
界
大
戦
参
加
前
に
己
に
相
常
の
額
に
達
し
、
大
戦
参
加
準
備
の
財
源
は
貫
に
所

2
 

得
税
に
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
奉
職
直
前
印
ち
一
九
一
六
年
九
月
八
日
に
米
国
は
第
二
夫
の
所
得
税
を
定
め
た
の
で

あ
る
。
此
の
税
法
は
一
九
一
一
一
一
年
の
一
税
法
と
大
躍
に
於
て
類
似
し
て
ゐ
る
が
、
普
通
所
得
税
と
舎
枇
所
得
税
と
の

税
宰
は
一

μ
よ
り
二

Mm
に
引
上
げ
ら
れ
、
附
加
所
得
税
は
従
来
週
り
超
過
額
累
進
奉
を
採
用
し
た
が
、
最
初
の
最

高
税
率
六
%
を
二
二

μ
に
改
め
た
。
克
一
九
一
七
年
十
月
三
日
に
所
得
税
の
税
率
を
改
正
し
て
増
収
を
は
か
り
、

某
の
結
果
左
し
て
一
九
一
六
年
に
は
所
得
税
が
纏
経
常
牧
入
の
三
二
バ

1
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
炉
、

一
九
一
七

年
に
は
ム
ハ
ム
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
め
で
止
る
。

一
九
二
二
年
に
企
経
常
収
入
の
問
バ

1
セ
ン
ト
な
り
し
に
比
岐

す
れ
ば
隔
世
の
戚
が
ふ
る
。
更
に
一
九
一
八
年
に
は
一
層
の
増
税
を
行
っ
て
戦
時
財
政
に
備
へ
、
そ
れ
が
一
九
二

一
年
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
世
界
大
戦
の
時
に
於
げ
る
米
国
の
戦
時
財
政
は
、
所
得
税
左
戦
時
所
得
税
と
に

よ
っ
て
支
排
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
一
五
つ
で
も
過
言
で
は
な
い
。

股
界
大
戦
に
よ
る
所
得
税
の
増
額
は
米
国
財
界
に
可
な
り
の
影
響
を
奥
へ
、
経
費
ぞ
節
約
し
て
所
得
税
を
軽
減

す
べ
き
事
が
唱
へ
ら
れ
た
。
先
づ
一
九
一
九
年
に
経
費
節
減
を
企
て
て
な
ら
守
、

一
九
二

C
年
に
は
経
費
節
約
を

行
っ
た
が
所
得
税
軽
減
に
は
及
ば
子
、
漸
〈
一
九
二
一
年
よ
り
所
得
税
の
緩
和
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

一
九
二
一

年
五
月
冨
巾
一

-g
が
な
し
た
る
提
議
に
基
き
、

一
九
一
二
年
財
政
法
は
租
税
制
度
全
韓
に
改
正
を
加
へ
所
得
税
の

税
率
を
低
減
す
る
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
改
正
は
世
間
の
期
待
に
反
し
極
め
て
微
溢
的
の
も
の
で
あ

り
、
特
に
附
加
所
得
税
の
軽
減
の
貼
に
於
て
失
望
を
輿
へ
た
の
で
あ
る
。

英

米

の

所

得

税

第
一
一
一
十
四
巻

O 

第
一
致

C 



英

米

の

所

得

枕

第
二
一
+
四
巻

O 

第
一
務

=一
O
二

一
九
二
四
年
の
財
政
法
に
て
は
更
に
冨
主
C

ロ
案
を
採
用
し
、
所
得
税
の
税
率
に
少
敷
の
階
段
を
設
け
、
附
が

所
得
税
の
税
率
を
引
下
げ
、
業
他
個
人
事
情
の
掛
酌
、
叫
労
働
所
符
の
軽
課
等
の
各
方
面
に
於
て
改
正
い
か
行
は
れ
た

の
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
二
月
廿
六
日
の
財
政
法
に
よ
り
、
所
得
税
は
更
に
政
正
せ
ら
れ
、
普
通
所
得
税
及
び
附

加
所
得
税
の
税
率
を
引
下
げ
、
勢
働
所
得
控
除
の
最
高
金
額
を
高
め
、
個
人
事
情
割
酌
の
程
度
を
大
仁
し
、
法
人

所
得
税
に
も
改
正
が
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
U

真
に
所
得
税
法
を
簡
潔
に
す
る
矯
め
に

p
g
g
委
員
舎
が
組
織

せ
ら
れ
.
葉
結
果
一
九
二
八
年
五
月
廿
九
日
の
財
政
怯
に
よ
り
所
得
税
法
に
改
正
が
加
へ
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
此
の
没
正
は
明
向
院
法
の
形
式
均
盟
系
を
捲
へ
る
外
に
貰
貰
均
謹
疋
'
と
し
て
去
へ
好
守
党
こ
玲
ナ

る
税
率
の
引
下
げ
業
他
の
改
正
、
勢
働
所
得
控
除
の
規
定
の
改
正
等
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三

英
米
の
所
得
韓
の
構
謹

以
上
の
如
〈
英
国
の
所
得
税
は
一
八
四
二
年
よ
り
今
日
仁
王
る
迄
椴
績
し
て
ゐ
る
世
界
最
古
の
所
得
税
で
あ
っ

て
、
之
に
調
し
米
閣
の
所
得
税
は
一
九
二
二
年
に
定
め
ら
れ
た
最
新
の
租
税
で
あ
り
、
雨
者
共
に
其
の
費
蓮
を
異

に
し
て
ゐ
る
。
然
し
両
者
は
葉
の
構
造
に
於
て
共
通
勤
を
有
し
て
ゐ
る
事
も
少
〈
な
い
。
五
に
は
英
米
の
所
得
稜

の
構
造
の
大
悼
を
説
明
す
る
事
と
す
る
。

ー

英
国
の
現
行
所
得
税
は
一
九
一
入
年
の
所
得
税
法
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
、
宴
後
毎
年
の
財
政
法
に
よ
っ

て
改
正
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
米
国
の
現
行
所
得
税
は
一
九
二
八
年
五
月
二
十
九
日
の
規
定
に
か
〉
る
-
も
の
で
あ
る
。



の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
英
国
の
所
得
税
は
源
泉
課
稜
主
義
(
密
告
吉
明
主
'
m
o
c
R
m
)
に
し
て
米
国
の
所

得
税
は
綜
合
課
税
主
義

(
}
E
E
マE
E
)

に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
英
国
の
所
得
税
炉
停
統
を
重
ん
じ
れ
7
類
主
義

に
よ
り
て
著
し
き
特
色
彩
}
示
し
て
ゐ
る
か
ら
、
英
国
の
所
得
税
を
中
心
と
し
て
設
明
を
進
め
る
。

ω
町一一
m
g
E

(
ω
n
}
H
a
z
-何
回
)

川
英
闘
の
所
得
税
は
普
通
所
得
税
と
附
加
所
得
税
左
の
二
部
分
よ
り
な
る
0

••••• 
普
通
所
得
税
に
於
て
は
各
人
の
所
得
を
衣
の
五
種

(
m
n
F
E
z
-
g
)

に
分
っ
て
ゐ
る
。

A 

不
動
産
所
有
所
得
(
回
目
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B C D E 此
の
分
類
怯
は

Hi2一
以
前
の
所
得
税
即
ち
一
八

O
三
年
〉
注

z
m
g
の
所
得
税
に
初
め
て
採
用
せ
ら
れ
、

そ

れ
が
一
八
四
二
年
の
所
得
税
に
加
は
り
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
五
種
の
中
で
A
と

C
E
は
天
引
法

に
よ
り
所
得
を
生
十
る
源
泉
に
て
課
税
し
、

B
と

D
K
は
所
得
者
の
手
に
入
っ
て
か
ら
直
接
に
課
税
し
、

E
は一克

来
は
源
泉
に
て
課
税
し
た
の
で
あ
っ
た
が
現
行
法
で
は
大
部
分
は
直
接
課
税
を
行
っ
て
ゐ
る
。

普
通
所
得
税
は
便
宜
上
か
ら
し
て

一
躍
は
分
類
し
て
課
税
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

更
に
各
人
に
綜
合
し
て
各

種
の
主
観
的
分
子
を
加
へ
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
副
主
一

英

米

の

所

得

税

第
三
十
四
谷

O 

第

披

O 

• ii
h
i
l
l
i
l
i
-
-
-



英

米

の

所

得

花

第
三
十
問
答

O 
l叫

策

部E

O 
I'H 

第
一
に
勤
勢
所
得
に
調
し
其
の
大
分
の
一
を
控
除
す
る
、
但
し
業
の
控
除
額
は
一
一
百
五
十
時
を
限
度
と
す
る
Q

向
妻
の
勤
持
所
得
に
就
い
て
は
百
八
?
の
九
ぞ
按
除
す
、
而
し
て
某
の
控
除
額
は
四
十
五
時
を
限
度
と
す
る
。

第
二
に
課
税
最
低
限
は
濁
身
者
に
就
て
は
百
三
十
五
時
、
夫
婦
同
居
者
に
就
て
は
二
百
一
一
十
五
礁
で
あ
ろ
。
最

低
生
活
費
控
除
額
色
課
税
最
低
限

E
同
様
と
な
う
て
ゐ
る
。

第
三
に
扶
養
家
族
の
控
除
に
就
て
は
次
の
金
額
に
標
準
牽
を
乗
じ
た
る
額
を
税
額
よ
り
搾
除
寸
る
事
と
な
っ
て

ゐ
る
J

第
一
に
所
得
大
十
磁
以
下
の
子
女
に
し
て
十
六
歳
未
満
叉
は
在
挙
中
の
者
に
就
て
は
最
初
の
一
人
に
就
き

六
十
時
、
二
人
目
以
ト
一
人
に
就
き
五
十
時
。
第
二
に
所
得
五
十
時
叫
下
に
し
て
且
つ
白
活
能
力
な
『
き
扶
養
親
族

は
一
人
に
就
き
二
十
玉
研
。
第
一
一
一
に
育
児
の
た
め
家
事
管
理
の
た
め
の
同
居
姉
人
は
一
人
に
就
き
六
十
時
。

か
く
の
如
く
普
通
所
得
税
は
原
則
と
し
て
分
類
主
義
に
悲
き
源
泉
に
で
課
税
し
、
且
つ
各
人
に
綜
合
し
て
各
種

の
主
観
的
分
子
を
加
味
す
る
事
L
し
な
っ
て
ゐ
る
。
此
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
各
人
が
搾
除
せ
ら
忍
べ
き
主
観

的
分
子
を
有
す
る
時
に
は
各
人
は
同
庫
よ
hy
除
計
に
支
掛
ひ
し
部
分
の
梯
戻
し
を
受
く
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
此

の
梯
戻
し
の
金
額
は
頗
る
多
額
に
上
り
、

一
九
二
二
l
二
三
年
の
如
き
は
徴
牧
和
税
額
の
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
即
ち

五
千
三
百
五
十
高
時
に
上
り
、
其
の
請
求
者
の
教
は
貫
に
百
五
十
高
人
に
速
す
る
と
一
五
ふ
有
様
で
め
る
。

••••• 
附
加
所
得
税
は
凡
て
の
所
得
合
綜
合
し
て
主
の
所
得
線
額
が
二
千
磁
を
超
ゆ
る
個
人
に
封
し
て
課
す
る
も
の
で

あ
る
。
郎
ち
所
得
総
額
一
か
二
千
時
を
超
ゆ
る
個
人
は
普
通
所
得
税
の
外
に
附
加
所
得
税
を
負
捨
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

一
九

G
九
年
に
附
加
所
得
税
が
普
通
所
得
税
の
外
に
定
め
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、
英
国
の
所
得
税
は
綜
合
課
税
孟



義
を
多
分
に
包
合
し
、
同
時
に
融
合
政
策
的
色
彩
を
帯
ぷ
る
に
重
っ
た
の
で
あ
る
。

間
一
米
国
の
所
得
税
は
法
人
所
得
税
と
個
人
所
得
税
主
に
分
れ
、
個
人
所
得
税
は
更
に
普
通
所
得
設
と
附
加
所

得
税
と
よ
り
な
っ
て
ゐ
る
。

山
町
・
川
伊
伸
一
怖
に
就
て
は
個
人
所
得
税
よ
り
高
き
税
率
を
定
め
、
手
、
取
扱
司
げ
を
異
に
し
て
ゐ
る
0

・・・・・

0

0

0

0

0

個
人
所
得
税
の
第
一
た
る
普
通
所
得
税
に
於
い
て
は
前
年
の
貫
蹟
を
基
礎
と
し
、
其
の
綿
牧
入
よ
り
必
要
な
る

経
費
を
控
除
せ
る
純
牧
入
を
課
税
標
準
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

普
通
所
得
枕
に
は
更
に
各
種
の
主
観
的
分
子
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
一
仁
勤
持
所
持
に
劃
し
て
は
、
勤
勢
所
得
額
に
普
通
所
得
院
の
税
率
を
適
用
し
て
算
出
せ
る
額
の
四
分
の
一

を
綿
税
額
よ
り
控
除
し
て
ゐ
る
。
但
し
五
千
弗
以
下
の
個
人
所
得
は
凡
て
之
を
勤
勢
所
得
と
見
な
し
、
五
千
弗
を

超
ゆ
る
個
人
所
得
は
少
〈
と
色
五
千
弗
を
勤
勢
所
得
と
見
な
し
、
更
に
三
高
弗
を
超
ゆ
る
部
分
は
之
を
勤
勢
所
得

と
見
な
さ
ま
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。

第
二
に
課
税
最
低
限
は
濁
身
者
に
就
て
は
千
五
百
弗
、
家
長
及
び
夫
婦
同
居
者
に
就
て
は
三
千
五
百
弗
で
あ
る
。

課
税
最
低
限
6
之
と
同
じ
で
あ
る
。

第
三
に
扶
養
家
族
の
控
除
に
就
て
は
、
十
八
麗
末
端
の
者
又
は
自
治
能
力
な
き
不
具
慶
長
者
一
人
に
就
き
四
百

弗
を
差
b
引
く
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。

0

0

0

0

0

 

個
人
所
得
税
の
第
二
た
る
附
加
所
得
税
は
、
業
の
総
所
得
が
一
高
弗
を
超
ゆ
る
個
人
に
課
し
て
ゐ
る
・
も
の
で
あ

英

米

の

所

得

稔

第
一
一
?
?
四
巻

三

O
五

第
一
指

O 
五



英

米

O

所

得

税

る。

第
三
十
四
血
管

第
一
誠

一O
六

一O
大

上
謹
の
如
〈
英
闘
の
所
得
税
と
米
国
の
所
得
税
と
は
業
の
構
造
を
異
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
単
純
に
某
の
税

率
を
比
較
し
た
所
で
、
租
税
負
轄
に
関
す
る
明
確
な
る
判
断
を
下
す
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
韮
ぷ
は
雨
園
の
所
得

ーー
税
の
刻
み
方
を
列
車
す
る
仁
止
め
て
置
く
。

mw

英
闘
の
普
通
所
得
税
の
税
率
は
之
を
標
準
税
率
と
呼
ぴ
毎
年
財
政
法
を
以
て
定
め
ら
れ

41
而
し
て
最
初

の
二
百
五
十
磁
に
は
標
準
峯
の
九
分
の
四
を
適
用
す
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
一
九
三

O
l
一
二
一
年
度
の
税
率
は
一

時
に
付
四
志
六
片
的
も
百
分
の
二
二
・
五
で
あ
る
。
一
見
に
英
国
の
附
加
所
得
税
の
税
蔀
は
一
時
じ
付
一
士
山
即
ち
百

八
?
の
五
よ
り
始
ま
り
、
一
瞬
に
付
七
古
川
六
片
印
ら
百
八
?
の
三
七
・
五
に
終
つ
一
て
ゐ
る
。
試
み
に
英
国
の
普
通
所
得

税
と
附
加
所
得
税
と
の
税
率
を
ま
と
め
表
は
す
と
、
衣
の
結
果
を
得
る
の
で
あ
る
。

標

準

税

率

二

、

0
0
0疎
迄
の
金
額

二、

0
0
0同
帽
を
超
ゆ
る
個
人
所
得
に
封
ナ
る
税
泊
中

二、

0
0
0疎
を
超
え
二
、
五

O
O副
怖
に
至
る
金
額

二
、
五

O
O
A
Y

三、

0
0
0

三、

0
0
0

四・

0
0
0

四、

0
0
0

五、

0
0
0

五、

0
0
0

六、

0
0
0

六、

0
0
0

八、

0
0
0

八、

0
0
0

一

o、
0
0
0

一
O
、
0
0
0

一
五
、

G
O
O

-五、

0
0
0

ニ
O
、
0
0
0

• 

タクククzμ タタ

一
時
に
付

四
志
六
片
(
二
三
・
五
%
)

タ

一
疎
に
付

五
志
六
片
(
ニ
七
・
五
%
)

五
志
九
片
(
二
八
・
七
五
M
N
V

六
志
六
片
(
三
三
・
五
%
}

七
志
六
片
(
=
一
七
・
五
%
)

入

志

(

四

O
M河
)

八
志
六
片
(
四
二
・
五
%
)

九
志
六
片
(
四
七
・
五
%
〉

一
O
志
〈
五

O
U拘
}

一
O
志
大
片
〈
五
二
・
五
%
)

タ

タ

? 

ク

ク

ク

タ

タ
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ク

タ

ク

ク
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• 
二
O
、0
0

0

=

一O
、0
0
0

三
O
、0
0
0

五

O
、0
0
0

五
O
、
0
0
0椋
を
超
ゆ
る
金
額

!> 

タ

ク

一
一
志
〈
五
五
%
)

一
一
志
六
片
(
五
七
・
五
%
)

一
二
志
(
六

od同
)

タ

!> 

!> タ

米
国
の
所
得
税
は
個
人
所
得
税
正
法
人
所
得
税
に
分
れ
且
つ
個
人
の
普
通
所
得
税
が
舎
枇
よ
り
受
く
る
配

営
金
に
課
税
し
て
ゐ
な
い
関
係
が
あ
る
の
で
、
英
闘
の
様
に
ま
と
め
た
税
率
を
示
す
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
個
人

普
通
所
得
税
と
個
人
附
加
所
得
税
と
法
人
所
得
税
と
の
税
率
を
列
奉
す
る
と
、
究
の
如
〈
で
あ
る
。

附
加
所
得
税

一

o、
0
0
0
弗
を
超
え
一
四
、
0
0
0弗
至
る
金
額

一
四
、

0
0
0

ク

=

四

、

0
0
0

ク

二
四
、
0
0
0

ク

犬

四

、

0
0
0

六
閥
、

0
0
0
・

タ

七

O
、
0
0
0

七
O
、0
0
0
ク

八

O
、O
O
O

A
O
、0
0
0

タ

一

O
O
、0
0
0

一
0
0
、
0
0
0弗
を
超
ゆ
る
金
額

法
人
所
得
税

'" 

五三五
~~: ~~ % 

タタタタ

一
%

'
二
千
弗
毎
に
一
%
宛
を
進
む

四
千
弗
毎
に
一
%
宛
を
進
む

一
七

μ

一
八
%

一
九
%

二

O
%

一
二
%

最
後
に
英
米
の
所
得
税
の
一
課
税
物
件
に
就
て
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
所
得
税
の
課
税
物
件
に
就
て

重
要
な
る
問
題
は
岡
債
の
利
子
と
曾
枇
よ
り
受
〈
る
配
営
金
と
の
二
つ
で
あ
る
。

(2) (-1 )1岡
A 
普所
通得
所税
j尋
税

最

初

の

問

、

0
0
0
弗

突

の

閥

、

0
0
0
弗

右
超
過
額

(ロ)ーー
英

米

の

所

得

稔

第
三
十
四
巻

第

盟主

O 
七

三
O
七



英

米

自

所

得

一

税

第
三
十
回
答

O 

'" 
第
一
披

=一O
八

園
債
の
利
子
に
閲
し
て
は
米
国
に
於
て
は
課
税
し
な
い
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。
英
国
に
て
は
之
に
反
し
普
通
所
得

税
の
C
類
に
於
て
先
づ
課
税
し
、
且
つ
一
定
金
額
以
上
の
所
得
者
に
就
て
は
他
の
所
得
と
結
合
し
て
附
加
所
得
税

の
累
進
税
率
を
通
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

合
枇
の
配
営
金
に
閲
し
て
は
、
米
圃
に
て
は
法
人
所
得
税
の
み
を
課
し
、
二
重
課
税
を
避
く
る
鴻
め
に
個
人
の

普
通
所
得
粧
を
課
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
附
加
所
得
税
は
曾
枇
よ
ち
受
〈
る
配
営
金
に
も
課
す
る
事
と
し

て
ゐ
る
の
で
u
め
る
。
従
っ
て
法
人
を
利
用
し
て
附
加
所
得
税
を
逃
れ
ん
と
す
る
も
の
を
生
や
る
が
故
に
、
法
人
が

利
盆
を
配
営
す
る
代
り
に
之
セ
留
保
し
て
以
て
株
主
の
附
加
所
得
税
T
逃
れ
し
め
ん
と
す
る
所
に
は
市
茸
(
の
所
得

の
五

Oμ
を
附
加
所
得
税
と
し
て
徴
耽
す
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。

英
圃
に
於
で
は
普
通
所
得
税
は
個
人
も
法
人
も
共
に
之
を
負
指
し
、
附
加
所
得
税
は
個
人
の
み
に
適
用
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
従
っ
て
個
人
が
曾
赴
よ
り
受
〈
る
配
営
俸
給
は
、
普
通
所
得
税
に
て
も
源
泉
課
税
法
に
よ

J
、
附
加
所

得
税
に
て
色
綜
合
課
税
法
に
よ
り
徴
枇
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
附
加
所
得
税
が
個
人
の
み
に
適
用
せ
ら
れ
て
ゐ

る
結
果
、
法
人
を
設
立
し
其
の
所
得
を
個
人
に
配
営
せ
十
法
人
に
留
保
し
て
附
加
所
得
税
を
見
れ
ん
と
す
る
も
の

が
あ
る
。
此
場
合
に
は
其
の
留
保
所
得
が
個
人
に
配
営
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
看
倣
し
て
佃
人
に
於
て
課
税
す
る
事

'
と
な
っ
て
ゐ
る
。

第

四

結

以
上
簡
単
乍
ら
英
米
の
所
得
税
が
如
何
な
る
歴
史
を
有
し
、
如
何
な
る
現
肢
に
あ
る
か
、
特
に
税
率
と
法
人
課

税
こ
の
問
題
の
異
相
を
説
明
し
た
の
で
め
る
。
夏
に
一
九
三

O
l一
二
一
年
の
数
字
に
基
き
、
英
米
の
所
得
税
が
葉

論



の
財
政
股
入
に
於
て
如
何
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
か
を
見
て
衣
の
表
を
得
に
の
で
あ
る
。

所租歳

得 稜入

』肱線

積入計

英

三大七 同 l

二九八
四 四 九

耳〆千、「J 春
、 、 、
五五四
O 二四
O O 五

米
二三四、 、 、
四一二 同
六 O 一o 0 五 ，千戸、、 ， 、
O o -1三 弗o 0 二
o 0 七

日|
、

二八五 木|
O 三三 五
O 五七 ，...， 
マ 、 、

千、園__1 六 O 六
一四八
-ハh ーニ-

自印
動紙
車枕
枕、

等捕
が費
あ積
雪、

九闘
'--枕

税印入
、車民場
同稔料
税、枕

等i酉及
が精f具
あ視禦
る、部織
、3煙枕視;
lji、

以
外
の
租
枕
取
引

入

で

は

、

地

租

、

智

一

業
牧
骨
祉
税
、
資
本
利
子
税
、
一

相
続
枕
、
酒
税
、
織
物
消
一

費
税
、
関
税
等
が
あ
る
」
『

英
樹
米
岡
の
い
づ
れ
に
於
て
も
租
税
般
入
の
童
心
が
所
得
税
に
存
し
、
現
今
の
英
米
の
財
政
は
主
と
し
て
所
得

積
に
よ
っ
て
維
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
知
る
事
が
出
来
る
。
我
同
聞
の
所
得
税
が
歳
入
総
計
及
び
租
税
牧
入
に
於
て

占
h
u
る
地
位
は
、
英
米
に
比
し
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

余
の
研
究
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
論
者
一
か
云
ふ
が
如
く
簡
車
に
「
英
米
で
は
怯
人
の
課
税
い
か
斡
い
」
L
」
か
、
「
日
本

の
租
税
負
携
が
最
も
重
い
」
と
か
、
「
英
米
の
所
得
税
に
は
比
例
税
が
行
は
れ
、
凡
て
源
泉
課
税
主
義
で
あ
る
」
土

か
云
ふ
風
に
問
題
を
片
付
け
る
の
は
、
少
し
く
軽
卒
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
に
英
米
の
所
得
税
と
云
つ
で
も
、
英
国
と
米
国
と
は
其
の
所
得
税
の
歴
史
及
び
現
肢
に
於
て
異
る
虞
の
あ

る
の
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

英

米

自

所

得

税

第
三
十
四
巻

O 
7t 

第
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O 
:fL 



英

米

自

所

得

税

第
三
十
四
巻

O 

第
一
波

O 

第
二
に
英
米
い
づ
れ
も
所
得
税
が
租
税
牧
入
の
重
心
を
占
め
、
我
凶
の
如
〈
所
得
税
牧
入
が
酒
税
以
下
な
る
が

加
き
と
全
〈
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
所
得
税
の
税
率
は
普
通
所
得
税
と
附
加
所
得
税
と
や
-
綜
合
し
て
考
へ
る
と
相
営
重
き
負
憶
に
上
る
の
で

あ
る
。
英
米
共
に
附
加
所
得
税
は
世
界
大
戦
前
よ
り
存
し
只
A
ー
で
は
立
振
な
恒
久
税
と
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
所

得
税
の
負
措
と
云
ふ
以
上
は
普
通
所
得
税
と
附
加
所
得
税
と
の
両
者
を
併
せ
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
英
樹
の
普
通
所
得
税
に
於
て
は
源
泉
課
税
主
義
と
綜
合
課
枕
主
義
と
を
併
用
し
て
ゐ
る
が
、
英
闘
の
附

加
所
得
税
及
び
米
闘
の
所
得
税
に
於
て
は
綜
A
W
課
税
主
義
の
み
そ
採
用
し
て
ゐ
為
。
故
に
株
式
配
営
金
及
び
岡
債

刺
子
の
課
税
の
問
題
に
就
て
も
、
所
得
税
金
贈
そ
綜
合
し
て
考
ふ
れ
ぱ
英
米
の
所
得
税
ば
必
や
し
も
軽
い
と
は
云

ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。
我
闘
の
所
得
税
に
於
て
園
債
の
利
子
を
百
バ

1
セ
ン
ト
克
枝
し
、
株
式
配
営
金
に
就
き
四

十
バ

1
セ
ン
ト
見
枕
し
て
ゐ
る
の
と
比
較
し
て
考
へ
る
と
、
可
な
り
の
相
違
を
示
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
論
者
の
考
へ
る
英
米
の
所
得
税
な
る
も
の
は
所
得
税
的
色
彩
を
帯
び
る
牧
盆
税
を
指
す
の
で
あ
っ
て

豆
洋
や
宮
町
]
の
時
代
の
産
物
に
し
て
現
行
の
英
米
の
所
得
税
と
は
相
営
の
距
離
を
有
し
て
ゐ
る
。
か
の
英
米
の
所

得
税
の
貫
例
を
援
用
し
て
日
本
の
所
得
税
の
軽
減
を
叫
ぶ
が
如
き
は
、
見
営
ち
が
い
の
議
論
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
は
主
と
し
て
一
九
三

O
l一
ニ
一
年
度
の
英
米
の
所
得
税
に
就
て
遁
べ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
コ
二

l
三
二

年
に
は
雨
国
共
に
可
な
り
思
ひ
切
っ
た
増
税
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
英
米
の
現
行
所
得
税
は
決
し
て
負
捨
軽

4

減
論
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
な
く
、
返
っ
て
、
力
あ
る
も
の
に
重
〈
課
す
べ
し
と
云
ふ
議
論
を
裏
書
き
す
る

川
根
障
と
な
る
も
の
で
あ
る
。


